
ICU 経腸栄養患者における病態に応じた下痢対応プロトコールの有用性に関する研究につい

て 

 

１．研究の対象者 

2025 年 8 月 1 日から 2027 年 8 月 31 日までの期間に、りんくう総合医療センターICU に

入室し、経腸栄養を実施した患者様を対象とします。 

 

２．研究目的・方法 

ICU で経腸栄養を行っている患者様では、薬剤、感染症、経腸栄養剤、腸管浮腫など、さま

ざまな原因により下痢が生じることがあります。下痢は、経腸栄養の中断や減量につながる

だけでなく、失禁関連皮膚炎（Incontinence-Associated Dermatitis：IAD）の発生にもつな

がるため、原因や病態に応じた適切な対応が重要です。当院 ICU では、下痢発生時の評価

および介入を標準化し、多職種で一貫した対応を行うことを目的として、経腸栄養患者を対

象とした「下痢対応プロトコール」を導入しています。 

本研究では、通常診療として実施された診療情報を用いて、下痢対応プロトコール導入前後

の患者様を比較し、IAD の発生状況、下痢への対応状況、下痢改善までの期間、経腸栄養の

充足状況などを調査することで、本プロトコールの有用性を検討します。 

なお、本研究のために新たな治療、検査、採血等を行うことはありません。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

電子カルテおよび通常診療で使用している記録から、以下の情報を利用します。 

年齢、性別、身長、体重、BMI、診療科、併存疾患、経腸栄養の実施状況、下痢の発生およ

び対応状況、IAD の発生状況、下痢改善までの期間、経腸栄養の充足状況、血液検査値（Alb、

TP、TTR、Hb、CRP）等 

また、早期経腸栄養アセスメント・モニタリング表および ICU モニタリングテンプレート

に通常診療として記録された情報を利用します。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

該当しません。 

 

５．研究期間 

倫理委員会承認後～2028 年３月 31 日まで 

 

６．研究組織 

研究責任者 

りんくう総合医療センター 心臓血管外科部長兼 ICU/CCUセンター長 良本政章 



 

研究分担者 

りんくう総合医療センター 栄養部門 石坂順平 

りんくう総合医療センター 栄養部門 内原真理 

りんくう総合医療センター 栄養部門 遠藤隆之 

 

７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望が

あれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、試料・情報が当該研究に

用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場

合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さん

に不利益が生じることはありません。 

 

連絡先： 

住所：大阪府泉佐野市りんくう往来北 2-23 

電話番号：072-469-3111（代表） 

担当者：栄養部門 内原 真理 

 


